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学習内容報告書 ５ 

学校名 外ヶ浜町立蟹田中学校 

授業者 全教員 

1.  行事計画 

1-1.  行事名 

地域清掃 

1-2.  学年 

全学年 

1-3.  行事の概要 

 

中学生と地域住民による海岸部３箇所の海岸清掃 

令和２年８月２６日（水） （６月２６日予定が荒天のため延期された） 

清掃場所 ①蟹田観光タクシー周辺の海岸（中学校からすぐの海岸) ②観瀾山公園海水浴場       

③平舘海水浴場 

1-4.  行事のねらい 

 

１，奉仕活動を通して、生徒一人一人の環境美化に関する意識を高め、身近な環境問題への理解を深め

ると共に、ボランティア精神を身に付ける。 

２，奉仕活動を体験することによって、社会の一員であること、他人と共生していること、自分も大切な

存在であること、を実感し、思いやりの心や規範意識を育む。 

３，生徒・教職員が地域の方々と一緒に行う奉仕活動を通して、地域との交流を深め、地域の一員として

の自覚をもつ。 

４，陸奥湾の保全活動を通して、海の環境保全に主体的に関わろうとする態度を育てる。 

1-5.  育みたい資質や能力、態度 

 

１，社会形成能力や他者とつながる力 

２，自己を見つめる力 

３，社会とつながる力 

４，海の環境保全に取り組もうとする実践力 
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1-6.  展開（全３,５時間） 

時数 学習活動・主な内容 
教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

0,5 

地区ごと事前打ち合わせ（生徒、教師参加） ①はじめと終わりの会の持ち方や役割分担 

②活動内容や準備物、当日参加の地区の方々への対

応や燃えるゴミと燃えないゴミの分別と、産業廃

棄物は回収しないことを確認する。 

2 

生徒の住居に近い海岸の清掃 

 ①蟹田観光タクシー海岸 

②観瀾山公園海水浴場 

③平舘海水浴場 

全教員が３地区に分かれ、対応する。 

各町区や町会の区長や会長はじめ地域住民でゴミ拾

いに協力できる方も参加してもらう。  

教育委員会・・・回収したゴミ処理を依頼する。 

 

 

1 

全校集会で成果発表 各班ごとの反省会 

全校生徒での全体活動報告 

活動に対する講評（教頭） 
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2.  学習活動の実際 

2-1.  海岸清掃生徒の目標 

１ 自分から積極的にゴミ拾いをする。 

２ 仲間や地域の方と協力する。 

３ 先生や地区の方の指示を守る。 

４ 陸奥湾の環境について考え、今後も何らかの活動をしようと考える。 

2-2.  海岸清掃の流れ 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１，給食、清掃、短学活後、①会場は生徒いったん

帰宅後、会場へ集合 ②と③はスクールバスで

会場へ移動 

 

 

 

 

２，はじめの会 

  １）参加してくださる住民の方の紹介 

２）活動方法と担当区域説明 

３）諸注意 

 

 

 

３，ゴミ拾い開始（始めにそれぞれのグループのリ

ーダーが挨拶して、グループ確認） 

  ・１グループでゴミ袋（２種類） 

・デレキや軍手で拾う。 

 

      

 

①蟹田観光タクシー海岸 

蟹田地区の上町、中町、下町、桜町、ひばり各町会

から１０名の住民が参加 

②観瀾山公園海水浴場 

中師、石浜、塩越各町会から８名の住民が参加 

③平舘海水浴場 

介護施設みのり苑からも予定したが、不参加になる 

・代表生徒が中心となり、はじめの会や終わりの会 

を進める。 

 

・教師は危険な行為がないかを注意しながら一緒に

活動する。 
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 ４，活動終了後、終わりの会 

１）感想発表 

２）地域代表の方から 

  ３）先生から 

 

５，解散①会場はその場で解散②③会場はスクール

バスで帰宅 

 

 

・けがや事故がなかったことを確認し、ゴミの多さ

を改めて確認するとともに、きれいな海を守ってい

くことを訴える。 

 

3.  今回の活動の教師の評価 

①全体を通して 

・暑かったが、生徒は清掃活動に一生懸命取り組んでおり、海岸をきれいにしようという気持ちが見られた。 

②時期や日程について 

・清掃活動時間が、午後の日程はよかった。 

・実施時期としては海水浴シーズンが始まる前の方がいいと思うが、荒天で延期せざるを得なかったので、

この時期でもよかったと思います。 

③内容や方法について 

・３つの班に分かれたが、人数的にちょうどよく海岸清掃ができたと思います。 

・ゴミが「燃える」と「燃えない」の 2択だったので昨年より取り組みやすかった。 

④参加した地域の方から 

・子供たちとふれあう機会が少ないので一緒に活動することができてよかったです。 

・今回はコロナで全国的にも大変な状況の中、学校の中でもその対策に苦慮されていると思います。今回の

活動でもマスク着用ということで、参加者のみなさんは暑い中大変でした。 

・今年はゴミ袋を学校で準備したのでよかった。 

・「海洋教育パイオニアスクールプログラム」の指定校に選ばれたことは素晴らしいと思います。今世界中で

海洋プラスティックごみの問題が重要視されています。みんなで協力して海をきれいにするよう頑張りま

しょう。 

 

4.  今後の課題 

①地域の参加されている方をいかに活用するか。わざわざ来ていただいているので、来年も協力したいと思

ってもらえる工夫を考えておく必要がある。 

②外ヶ浜教育委員会からゴミの集め方についての要望として 

  明らかに漁具の一部と思われるものや海外のゴミは、再度分別し直さなくてはならない。ゴミの集め方 

を再検討し、回収しやすい方法に改善することが必要である。 
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5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

特になし 

 

参考資料１ 

 

 

地区別奉仕活動 ～開始式・解散式の流れ(例)～  リーダーが進行(司会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 内容 

14:40～ 

開始式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:10～ 

解散式 

①はじめの言葉「姿勢を正して下さい。これから地区別奉仕活動 開始式を始めます。」 

②活動内容の説明「まず始めに、今日の活動内容を説明します。今日の活動内容は海岸部のゴミ拾

いです。 グループ構成：      役割分担：      集合時間と場所： 

③活動時の諸注意「次に、今日の活動の諸注意です。ゴミは燃えるゴミと燃えないゴミと分けて集

めてください。ロープや漁網、浮き球などのゴミは産業廃棄物となるので拾わず、ゴミ袋には入れ

ないでください。外国の文字の液体の入ったボトルなどはむやみに開けず、見つけたら先生に相談

してください。」 

④諸連絡 「最後に、先生方から何かありませんか？」 

教師「今日一緒に活動して下さる方を紹介します。」よろしくお願いします。 

⑤終わりの言葉 「これで地区別奉仕活動 開始式を終わります。海岸清掃を始めて下さい。」 

～奉仕活動～ 

①はじめの言葉「これから地区別奉仕活動 解散式 を始めます。」 

②感想発表「初めに、今日の感想発表を行います。担当の人は前に出てきて下さい」 

③地域の方から 「〇〇さんからひとこといただきたいと思います。〇〇さん、よろしくお願い

します。」 

④お礼の言葉(リーダーから) 「今日は・・・(その日の活動などを通して伝えたい感謝の気持

ちなどを伝えて下さい)」 

⑤諸連絡 「生方からなにか連絡はありませんか?」 

⑥終わりの言葉 

「これで小中合同地区別奉仕活動 解散式 を終わります。お疲れさまでした。」 




